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保護者会クリスマス礼拝

2014年1/
3学期始業礼拝

9：3０～2014年2/
聖書を学ぶ会

9：4０～2014年2/17月
合同保護者会

12/18水
クリスマス礼拝

（教諭　多々内 三惠子）

初等部より

11/29金

初等部米山記念礼拝堂

アドヴェント・コンサート

12/
保護者のためのクリスマス礼拝

15：00～17：30
青山学院講堂

説教　嶋田 順好（学院宗教部長）

講談　塩谷 直也
　　　（大学宗教主任、大学法学部准教授）

12/20金
クリスマス讃美礼拝

19:00～
初等部米山記念礼拝堂

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

12/18水
クリスマス礼拝

演奏　岩崎 真実子（立教女学院オルガニスト）

ハンドベル部と筝曲部の演奏。
一般参加の生徒たちは、入居者の方 と々
賛美や語らいの時をもちます。

講師　ホルヘ・アルベルト・オルテガ
（エスペランサ・スポーツクラブ総監督、
　　　　元サッカー・アルゼンチン代表）

パイプオルガンが奏でるクリスマス音楽を
お楽しみください。

保護者聖書の会

14:00～15:30
青山学院講堂

10:50～12:00
西大教室2014年1/22水

宗教講演会
14:55～15:40
青山学院講堂2014年1/23木

特別養護老人ホーム
救世軍恵泉ホーム訪問

14:30～15:302014年1/11土

（宗教主任　西田 恵一郎）

礼拝はページェント形式で行われ、聖歌
隊･聖書朗読などあらゆる奉仕が生徒に
よって進められます。

（本部礼拝堂）

CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

日本基督教団

高幡教会
浅原 一泰
高中部聖書科講師

　「高幡不動」。この地名を聞いて
皆さんは先ず何を想い起こされるで
しょうか。毎年正月、都内で初詣に大
勢の人が訪れる寺社ランキングの中
に、必ずこの名前はリストアップされ
ます。もしかしたら、数年前に放映さ
れた三谷幸喜脚本によるNHK大河
ドラマ「新撰組」の主人公の一人、
副長の土方歳三の故郷がこの高幡
近辺(日野市石田)であったことを覚
えておられる方もおられるかもしれま
せん。あの時は町も住民も新撰組一
色で染まった感がありました。そのよ
うな一面が注目を浴びる一方、キリス
ト教とは殆ど縁のない土地柄、という
見方も出来るかもしれません。
　しかしそのような町の一角、京王
線高幡不動駅から六分ほど歩いた
ところにこの教会はあります。狭い路
地を入って少し進んだところにある
この教会は、注意していないと通り
過ぎてしまうくらい、住宅地の一角に
ひっそりと建っています。創立は1968
年。現在は46年目を迎えています。
創立当時、富士見町教会副牧師で
あった松永野利正先生が、当時団
地や住宅建設が進んでいたこの高
幡の地に教会がないことを憂い、不
動尊参道沿いにあった花屋の二階
を借りて伝道所を設立したことが始
まりでした。富士見町教会時代の仲
間数名を連れて、六畳の和室に座
布団で座っての礼拝であったと聞き

ます。その後、この高幡の町に各地
からの転居者が増え、それに伴い教
会に集まってくる人達も順調に増し
加えられて行きました。以後、二代目
徳田美智子牧師時代に今の土地と
会堂が与えられ、三代目保科隆・け
い子牧師時代に礼拝と祈祷会を中
心とする教会の姿勢が整えられまし
た。2001年に私が四代目の牧師とし
て赴任しました。
　教会の基本姿勢は、改革長老主
義の伝統を重んじ、何よりも礼拝を
大切に守ることです。雰囲気として
は家族的な温かみのある教会で
す。以前は教会学校にも子供達が
沢山集まっていたのですが、町の住
民も教会員も高齢化し、子供の数も

少なくなった今、「幼子から高齢者ま
で一つなる神の家族」となることを目
指して、次世代への信仰の継承を
祈り求めつつ歩んでいます。その一
環として花の日を始めとして年に三
回、大人と子供の合同の礼拝を守
り、夏には分かり易くメッセージが語
られる特別礼拝を三回行っていま
す。その甲斐あって近頃はひと夏に
五十名以上の高等部生が訪れ、教
会員も大変喜んでいます。近くに多
摩動物公園があり、礼拝後に生徒
達を連れて動物園ツアーをすること
もあります。都心からは離れたところ
にありますが、その分自然に恵まれ
た高幡教会にぜひ一度いらしてみ
て下さい。

　「あなたの父母を敬え。」
（出エジプト記20章12節）

　モーセがイスラエルの民に伝え
た十戒の第5番目の戒めである。
最初の4つが神との関係について
の戒め、後半6つが人との関係に
ついての戒めである。後半6つの
先頭が「父母を敬え」という戒めに
なっていることの意味は何であろう
か。人間関係の根源に親子関係
があることを聖書は教えていると
著者は言う。親にも罪があり、「敬
え」と言われても子供にとって受け
入れられないこともある。「敬う」と
いうのは、あいまいな表現だ。十戒
の6戒以降は「殺してはならない」、
「姦淫してはならない」、「盗んでは
ならない」と具体的な言葉が続く。
それらと比べると「あなたの父母を
敬え。」はどう考えても抽象的だ。し
かし、マルコによる福音書7章8節
では、イエスご自身が、「あなたの
父母を敬え。」とともに激しい言葉
を続けている。「父または母をのの
しる者は死刑に処せられるべきで
ある。」文脈から考えると「敬う」の
アントニムは「ののしる」なのだろ
う。もちろん父母をののしった経験

を持っている者は多くは
ない。それでは敬ってい
るか、と問われるとほとん
どの者は自信を持てな
い。それは、続くイエスの
言葉にあるように他の価
値を私たちは優先し、「敬えない」
現実を自己正当化しているからだ。
　この本でも紹介されているが、私
たちは、結婚前（婚約中）に牧師か
ら親の年表を作るよう指示された。
それぞれが父母の成育歴をきちん
とインタビューしてまとめよという課題
であった。（私たちの時の課題はさ
らに何代遡れるか、できるところまで
聞き出せというものであった。）親に
ついては知らないことだらけであっ
た。しかし、その年表を通して父母
がどのようにして育ち、出会い、家庭
を築き始めたのか初めて理解でき
たような気がした。自分の持っている
家族のイメージを再確認することが
できた。似たような環境に育った者
同士だと思い込んでいたが、婚約
中のふたりの結婚に対するイメージ
に大きな隔たりがあることも認識でき
た。その認識はお互いを大切にする
という視点において、今も活かされ

ている。本書を読みながら、婚約中
の学び、それに続く25年以上前の
自分たちの歩みを思い返している。
　この年齢になると嫌でも親を天
に送る準備が問われてくる。そし
て、そのすぐ後に自分たちが去る
準備を始めねばならない。この地
上の生涯は束の間。あっという間
に過ぎていく生の意味を問う時、親
との関係を見つめる作業は欠か
せない。そしてそれは子へと綿 と々
受け継がれていくべきものだという
ことに気づく。さらに親との関係と
夫婦の関係は「鶏と卵」のようであ
り、鎖の輪の一つ一つのようだ。
　著者近藤由美さんは学生伝道
の経験で培った柔らかい語り口を
通して聖書の語る家族の意味を
かみ砕いて伝えている。既婚者も
未婚者も自分の置かれた場所を
見つめるのに最適な本だと思い、
お勧めする。
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『新・親との関係を見つめる
　　　―シャロームへの招き―』

池田　敏
高等部教諭
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　　　　　　　　本号はクリスマスを迎える特集号です。寄せられた文章には、クリスマス・
キャロルや賛美歌、それを練習した聖歌隊の思い出など、多く綴られております。本番の舞台
から聴衆の表情を観察していたという秘話の披露もあります。「キャロル」はコロス、コーラスと
いったギリシア語、ラテン語由来の言葉ですが、喜んで踊りながら歌う、というのが本来の意
味のようです。私たちもクリスマスには闇を照らす光としてのイエス様への喜びと感謝の讃美
を高らかに奉げたいものです。歌いながらステージから見ていたのは皆の「幸せそうな顔」で
した。これもクリスマスの「神様からの贈り物」ですね。

シリーズ地の塩、世の光 各界 で活躍するクリスチャン

The United Church of Christ in Japan Takahata Church

17

弁護士　日本基督教団吉祥寺教会 会員
島林　樹

私の弁護士生活

ローマの信徒への手紙12章15節

喜ぶ人と共に喜び、
泣く人と共に泣きなさい。
12: 15 Romans

日本基督教団
高幡教会
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高幡不動尊
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至多摩センター

至多摩動物公園

　弁護士生活も五十年近くなり、来し方を顧みる
ことが多くなった。登録２年目に始まった故郷富山
のイタイイタイ病訴訟は、私にとって弁護士生活の
原点ともなって忘れ難い。「おまえ。この裁判に負
けたら、この土地には住めないぞ」と終始不安を
覚えていた父も、勝訴判決を聞いて安堵したか、
一週間後に旅立った。その後、国道の雪崩事故
に襲われて亡くなったトラック運転手の国家賠償
訴訟、収入基準を超えたとの理由で住宅を追わ
れる都営住宅入居者の強制明渡訴訟、出稼ぎ労
働者の医療過誤訴訟、交通違反を理由に逮捕
拘留された不当逮捕事件の国家賠償等々、私に
与えられた、忘れ難い事件は少なくない。その多く
は社会的に弱い立場の人々の依頼であった。
　もとより、どの事件も私の全力を傾注して闘って
きたが、結果は成功したものばかりではなかった。
すでに終結して何年経っても、あの裁判の事実認
定は絶対に誤っていると思える事案もある。長い
時間と労力を重ねてようやく無罪判決をとって笑
顔を取り戻した人と喜びを分かち合った反面、無
実を晴らせず苦渋の生活を強いられる人に慰め
る言葉も無かったこともあった。国家権力の壁の
厚さを痛感するときである。「互いに真実を語り合
え。城門では真実と正義に基づき、平和をもたらす

裁きをせよ。」（ゼカリヤ書８章１６節）の一節が重く
こころに響くときでもある。
　最近、日弁連が法科大学院の志願者激減の原
因について全会員にアンケートを求めたところ、弁
護士の職業的魅力の低下78パーセント、就職難
77パーセントなどの回答が寄せられたといわれて
いる。実際、司法試験受験生に聞いてみると、弁
護士法第１条に定める人権の擁護や社会的正義
の実現に魅力を感じ、情熱を燃やしたいという意
見は余り聞かれない。裁判そのものがゲーム感覚
となり、真実の解明より各々の事件の経済的利害
の得喪が先行している傾向があると考えるのは私
の杞憂であろうか。どんな小さな事件も、その一つ
一つは人間の血と涙の所産といっても過言ではな
い。当該事件に対峙するとき、私たちは先づ事実
と謙虚に向き合い、安逸に生きようとする自らを律
して、たえず祈り、神の声を聞きたいものである。
　今年は、田中正造没後百年の記念すべき年に
当るが、明治中期、かの足尾銅山鉱毒事件を闘
い、挫折のうちに非業の死を遂げた田中正造は、
信玄袋の中に渡良瀬川の石ころと聖書を携えて
いたといわれている。
　「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」
（ローマの信徒への手紙１２章１５節）の聖句は
きっと田中正造翁の生涯を導いていたと私には思
われてならない。

When I think of Christmas, three words come 
to mind:  Joy, Birthday, and Change.  The 
word Joy appears in many carols:“Joy to the 
world, the Lord is come,”1 and “O come all 
ye faithful, joyful and triumphant,”2 are two 
examples.  Christmas is clearly a joyful time, 
even though much of the joy might be 
connected to beautiful lights and decora-
tions, presents, and the holiday atmosphere3.  
Even non-Christians might wish each other a 
joyful and Merry Christmas.

It’s hard for me to think of another celebra-
tion where people wish each other happiness 
without seeming to be directly connected to 
it.  We wish friends and family “Happy Birth-
day!”, but that’s only on their birthday.  We 
don’t wish them this on someone else’s birth-
day.  We do it at Christmas time, and Christ-
mas is, after all, remembering a birthday.    A 
birthday is a time of joy, and is a time of 
change.  As people get much older, we might 
like to forget how our age is changing, but 
we celebrate birthdays with people we care 
about because we know they are important 
events which do bring change.  Maybe we’re 
happy to know that other people (not just us) 
are getting old too, but we still hope that 
their birthday will bring joy and lead to an 
even better year ahead.

All births and birthdays are special, but the 

difference between our celebration of Christ-
mas and other birthdays is perhaps the differ-
ence in the scale, or the effect.  Last year at 
Christmas, the head of the Church of England 
explained it as the moment “when you can’t 
just walk on as you did before”. Christmas 
celebrates the birth of the savior of the entire 
human race, who was born, and lived life on 
this Earth, as a human.  When Christ willingly 
gave up his life to die4 for us and returned to 
His place at the side of God, He transformed5 
things in the world that cannot be changed 
back: change in the way we love and care for 
our neighbors, change in our understanding 
of the important things in life, and change 
from thinking we might be walking alone into 
knowing God is always walking with us. 

Of course I hope that this Christmas is a 
special day for all of us, and my Christmas 
prayer is that the year ahead is one of great 
joy and change.  However, this can only 
happen when we accept that Christ’s birthday 
is not really only one single joyful day a year, 
but a celebration that needs to happen every 
day.  This celebration brings the joy of under-
standing responsibility6 that we need to keep 
changing, and that this change must include 
all of God’s people.  When we say “Merry 
Christmas!” on Christ’s birthday this year, 
may we all believe in the power that can 
transform us and others.
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海外キリスト教事情

People in America celebrate Christmas Day on 
December 25th in many ways. This day means 
a lot to Christians as a celebration of the birth 
of Jesus Christ who was born to die to pay the 
debt1 for the sins2 of all people on earth. His 
birth was the fulfillment of prophecies3 from 
the Old Testament in the bible. Starting days 
and weeks before Christmas Day, many fami-
lies erect4 Christmas trees, decorate their 
homes and visit their family or friends as part of 
the Christmas holiday celebration.

Both Christians and non-Christians celebrate 
Christmas as a holiday and annual5 family 
gathering. As Christmas is a national holiday, 
most government offices, businesses and 
schools are closed.  Families gather together 
and enjoy one another and exchange gifts to 
express their love.  Usually there’s a large family 
dinner on Christmas Day with turkey or ham as 
a main course. Christians usually attend a 
church service late on Christmas Eve, or on 
Christmas Day.  During this time, hospitality is 
important and there are parties up until New 
Year’s Day.

Some people only see Christmas as just another 
day or a great time to shop for nice things on 
sale. Almost everyone agrees that Christmas 
has become too much about spending money 
on gifts. Stores are apt to6 encourage people to 
overspend by appealing to the enticement7 of 

emotional shopping. There are also big sales on 
the day after Christmas at all major shopping 
malls and department stores.

Various Christmas decorations are taken for 
granted8; like the Christmas Tree, Christmas 
music, Santa Claus, elves9, reindeer, candles, 
holly and mistletoe10 to name a few. Many 
homes put up a Christmas tree and decorate it 
with lights, ornaments11 and a star or angel on 
top.  Homes also are decorated with a wreath12 
and colored lights. Christians enjoy having 
large Nativity displays13 of the stable, Baby 
Jesus, Mary and Joseph, and the shepherds in 
Bethlehem where Jesus was born. The Christ-
mas star is usually found hanging high in most 
displays.  Some Americans are against these 
displays because they do not believe in Jesus' 
virgin birth. They believe it is just a story. 

America is multicultural14, with members of 
different ethnic15 and religious groups celebrat-
ing in their own unique ways. Many homes 
have a large number of colorfully wrapped gifts 
placed under their Christmas tree and enjoy 
opening the gifts on Christmas Day.  Regardless 
of their background, I would say that most 
Americans look forward to Christmas as a 
happy time to spend together with their loved 
ones.  Especially for Christians, this is a special 
time to honor the birth of Jesus Christ as 
Savior16 and Redeemer17 of mankind18.
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in America 近藤 由美 著　いのちのことば社
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京王線、多摩都市モノレール
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高等部より

女子短大より

大学より

本部より

12/19木　

説教　佐藤 彰
　　　（福島第一聖書バプテスト教会牧師）

クリスマス礼拝

ホワイトキャンプ（伝道キャンプ）

（宗教主任　相良 昌彦）

12/21土
オルガン部、聖歌隊、ハンドベル部の演奏。

クリスマス合同コンサート

高等部PS講堂

15：00～
高等部PS講堂

説教　松本 敏之（経堂緑岡教会牧師）

13：00～14：30
ガウチャー記念礼拝堂

クリスマス礼拝

（女子短大宗教活動センター）

12/18水

6月

11/29金
クリスマス・ツリー点火祭
～降誕を待ち望む礼拝

（宗教センター事務室　平野 修一）

青山キャンパス　17：50～
相模原キャンパス16：40～

11/26火　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

教職員新年礼拝

クリスマス礼拝

12/17火 18:30～19:30

説教　及川 信（中渋谷教会牧師）
ガウチャー記念礼拝堂

14:30～
ガウチャー記念礼拝堂

14:00～
ガウチャー記念礼拝堂

オルガニスト養成講座
受講生発表会

15:00～

講座受講の学生によるパイプオルガン発表会。

ウェスレー・チャペル

12/19木 18:30～19:30

説教　須田 拓
（東京神学大学常勤講師・橋本教会牧師）
大学生を対象としていますが、どなたでも参加
できます。

ウェスレー・チャペル

クリスチャン家庭に滞在し、現地校で英
語研修、日曜日には礼拝出席とキリスト教
や異文化の体験をします。また、地元の小
中高生とも触れ合いの時があります。

12/ 4 水

3/1土2014年2/7金

2014年1/4土

2014年1/15水

2014年1/11土

2014年1/18土
2014年2/ 1
オーストラリア・
クリスチャンファミリー・
ホームステイ・プログラム

（宗教センター事務室　平野 修一）

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

18：30～
ガウチャー記念礼拝堂

北村 源三（トランペット）、飯 靖子（パイプオルガン）、他。

東日本大震災被災地支援
チャリティー・コンサート

18：00～
女子短期大学礼拝堂

聖歌隊、ハンドベル・クワイア
クリスマス・コンサート

12/20金

全学院の礼拝として行います。

クリスマスをテーマとした絵画展。
どなたでもご自由においでください。

土
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大学宗教主任
森島　豊

マタイによる福音書　第２章１～１２節星になって帰ろう
　クリスマスの喜びを祝うこの季節、青山学院の
それぞれの場所でイエス・キリストの降誕劇がな
されているでしょう。私は幼稚園の時やってみた
い役がありました。それは三人の博士です。なぜ
この役をしたかったかというと、その手に黄金を
持っていたからです。
　三人の博士。博士ですから今日でいうとドク
ターです。新共同訳聖書では「学者」とあります。
頭のいい人たちです。頭のいい学者が東の方
から来たのです。東の方というのは、ユダヤ人た
ちでない国です。ユダヤ人でないとは、神を信じ
ていない人ということです。神を信じない、神なし
でやっていこうとする国から頭のいい人が救い
を求めてやってきた。そして主イエスに出会った
物語です。この神を信じない頭のいい人間を主
イエスのもとへと導いたのは、星でした。

星の役は子ども

　私が出席している教会では、歩くことのできる
最も小さい子どもが星の役を演じることになって
います。神を信じない博学な人間をキリストへと
導いたのは、頭のいい人間ではない。身分の高
い人でもない。小さな幼子のような子どもだった
と教会は受け止めています。
　松任谷由美が作った歌で映画『魔女の宅急
便』の主題歌にこんなフレーズがあります。「小さ
いころは神さまがいて～♪」。このフレーズはよく
分かるのです。幼いころは自分を超えた存在が
あることをどこかで感じ取っていたと思う。その神
がどんなお方であるかは分からないのだけれど
も、目をつぶると自分を超えた存在があることを感
じていたと思う。けれども、大きくなって、厳しい現
実を経験する中で、知識が増えれば増えるほど、
失われていくものがあった。神がおられるという
現実です。
　それだけに、幼い純粋な子どもの心が光って

見えることがあります。この世の賢さを知っている
自分たちよりも大事なものを知っているように思え
るときがある。この教会はそれを象徴するかのよ
うに幼い子どもを星にさせた。そこで教会が伝え
たかったことは、神を信じているものは光ってい
るということです。

星を見失わせたもの

　神を知らない博学な人間を導いたのは星でし
た。けれども、彼らはあとわずかなところで星を見
失います。おそらく、星よりももっとよく光って見える
ものが目に入ったからでしょう。それはこの世の権
力です。ここではヘロデ王として登場します。そこ
に自分たちを救う存在があるのではないか。そう
思ったのでしょう。この世の力、そこに伺いを立て
ようとする。人の顔色を伺いながら生きようとする。
この行動が後に大きな事件を起こす原因となりま
す。この後ヘロデ王は幼児大虐殺という痛ましい
事件を引き起こします。もしかしたら、占星術の学

者たちがそこに行かなければ、この惨劇は起こら
なかったかもしれません。後から考えれば、彼らは
しなくてもいいことをしたのです。ちょっとした判断
ミス。それが歴史の中で取り返しのつかない大き
なマイナスの出来事を生むことがあるのです。
　彼らが王のいる場所から外へ出ると、もう一度
あの光を発見します。さっきまでは見えなかった光
が見えるようになります。その光を見て「学者たち
は喜びに溢れた」と聖書は語っています。人が作
り出せない突き抜けた光を見たのです。それに導
かれて行って見たのは、彼らの価値観では最も
小さな存在です。けれども、彼らはそこに自分たち
の罪を贖われる神が共におられることを見抜い
たのです。

宝を捧げる

　彼らはその幼子に宝を捧げました。これは彼ら
の商売道具だったという説があります。彼らの仕
事は星占いをすることでした。大きな問題にぶつ

Special Issue : Present from God ; Christmas
待ちに待ったクリスマスがやってきます。
この日神様が、 地上の私たちみんなにくださった元気のみなもと、 イエス様。
クリスマスに寄せる思いを、 各部のみなさんに語っていただきました。特集  クリスマス、神様からの贈り物
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中等部教諭
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　アドベントになると、ドイツではどこでも町の中心にクリ
スマスの飾りつけをした屋台が並ぶ。煙出し人形やク
リッペなどのデコレーション、地域の芸術品、パン菓子
や手作りのおもちゃ、そしてクリスマスの音楽で彩られ
る。ドイツでは毎年2500以上ともいわれるクリスマスマ
ーケットが開催され、華やかに飾られたクリスマスツリー
が輝く。
　2007年に私はニュルンベルクのクリスマスマーケッ
トChristkindlesmarktを訪ねた。零下の凍てつくよ
うな寒さの中、グリューワイン（スパイスのきいたホットワ
イン）で温まりながら、伝統的な焼菓子レープクーヘン
をほおばり、クリスマスの喜びに胸を躍らせた。また、ビ
ーレフェルトでも小さなマーケットが開かれていて、思
いがけず二つめを満喫することができた。ビーレフェ
ルトでは近郊のベーテル（てんかんを持つ人々を主と
する大規模な自助・生活共同体）を訪ねることが目的
だった。

高等部3年

二見 輝か
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　幼い頃から歌う
ことが好きだった私
にとって讃美歌を歌
うことは神様への賛
美を一番自然に表
現できるものでし
た。特に全員で大き
な声で歌う時、私達
の神様への想いを一つにしてくれるように感じ
ます。そんな私の今までのクリスマスの思い出と
いうと、初等部から所属している聖歌隊の話な
しでは語れません。
　クリスマス賛美礼拝のページェントで暗い中
ロウソクをもって歌いながら歩いた初等部。聖
歌隊の仲間と楽しく練習した、中等部のクリスマ
ス礼拝。ヘンデル作曲のオラトリオ「メサイア」の
ハイライトをオーケストラとソリストの方 と々一緒
に歌える高等部クリスマス合同コンサート。そし
て毎年沢山の人が集い、ライトアップとともにイ
エス様の誕生を待ち望むクリスマスツリー点火
祭。クリスマスは毎年忙しくもありますが、一番
聖歌隊に入ってよかった、と思える時期です。
　私が毎年密かに楽しみにしていることは、ス
テージの上から生徒や来てくださった方々の表
情を見ることです。特に点火祭で見る、無邪気
に讃美歌を歌う子供たちやカップルで寄り添い
あう人たちの各々が持っているロウソクで照らさ
れた幸せそうな顔は、外の凍える寒さの中で私
達の心を温かくしてくれます。
　クリスマスの喜ばしい出来事を皆さんにお届
けする、という気持ちでいつも奉仕を行っていま
すが、それと同時に奉仕を聞いて下さった方々
から私は毎年力をいただいています。クリスチャ
ンの方もそうでない方も、クリスマスに抱く何かし
らの希望が集まることで、礼拝、コンサートを作り
上げ、壇上からはそれをひしひしと感じることが
できるからです。全ての人が、このクリスマスを
通してつながることができたと思える時です。
　今年もクリスマスで聖歌隊として壇上に立
ちます。世界が一番光り輝く日に、きっと新たな
希望との出会いがあるだろうと私は確信して
います。

幼稚園教諭
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　アドヴェントが始
まる頃は、幼稚園
では子どもたちの
遊びが充実しそれ
ぞれがじっくりと
各々に遊んでいる
時でもあります。泥
だんご作り、リレー、
ままごと、大型積み木、お店屋さん、砂場では穴
掘り･･･と遊びが楽しさに溢れています。
　一方で、クリスマスを待ちながら毎日少しずつ
飾りつけをしていきます。もみの木の匂いでいっぱ
いの室内で、子ども達は楽しみながら、おしゃべり
をしながら、手を動かして飾りを作ります。毛糸の
ボンボンのオーナメント、生の木をアレンジしたクリ
スマスキャンドル、小枝に毛糸を巻きつけたインデ
ィアンクロスのオーナメント等々。
　保育室の壁には、自分たちで作ったアドヴェント
カレンダーを飾りクリスマスが近づくのを喜びなが
ら「アドヴェントクランツに」の讃美歌を歌い、わくわ
くしながらカレンダーの窓を毎日開けていきます。
イエス様のお誕生という喜びの時を待っているの
です。
　また、アドヴェントの間、幼稚園はクッキーやケー
キを焼く甘い匂いでいっぱいになり私たちは幸せ
な気持ちになります。クリスマス礼拝後に学院内
をキャロリングし、警備室などお世話になっている
方々にお届けするため子どもたちがクッキーやケ
ーキを作るからです。
　おうちの方への秘密のプレゼントは、好きな遊
びの合間に時間を見つけて、おうちの方々が喜
ぶ顔を思い浮かべながら、小さな手を使ってこつ
こつと作っていきます。
　多くの子どもたちが、必要な物がすぐに手に入
り、行きたい場所にはあっという間に行くことがで
きる生活を送っています。何かを、わくわくしながら
楽しみに待つという事が日々 の中にどれほどある
でしょう。
　「救い主であるイエス様の降誕」というこの上
ない喜びの時を、毎日少しずつ準備しながら、ゆ
っくりと「待つ」ことを、幼稚園では大切にしていき
たいと考えています。

初等部2年
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　私にとってのクリスマスは
サンタクロースからプレゼント
をもらうにぎやかで、楽しい日
だけではなく、イエスさまの
お誕生をお祝いする大切な
日です。私たちはページェン
トをして、イエスさまが生まれ
てきてくださったことに感謝してお祈りをします。
　去年は、一年生のみんなと、「かみのお子のイエスさ
まは」を大きな声で歌いました。聖歌隊の人達は、ろうそ
くをもって、歌いながら入場してきました。たくさんのろう
そくの火が、まるでイエスさまがお生まれになった馬小屋
の上に輝くたくさんの星のように見えました。講堂の中
は、このろうそくの光だけで、とても静かで落ち着いたお
祝いになりました。
　私はイエスさまがずっと私たちのことを見守っていてく
ださることに、ありがとうのお祈りをします。皆さんも、クリ
スマスにお祈りをしてみて下さい。きっと心が温かくなる
と思います。

初等部4年
𠮷田　史歩二

学
期
の
大
切
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　私の好きなことはたくさん
あるけれど、その中の一つ
は歌を歌うことです。私は
去年、聖歌隊に入りました。
聖歌隊では、一年で多くの
さん美歌や歌を歌います。

　二学期の最後には、クリスマスさん美礼はいがあります。
礼はいの前の何週間かは、ほとんど毎日、聖歌隊の練習を
します。その毎日の練習によって、みんなの声がまとまって、
きれいなハーモニーになります。
　去年のクリスマスさん美礼はいでは、「ろうそくの火がき
えないか」とか「階だんには注意する」など、心配できん張
しました。でも練習通りに歌う事ができ、みんなの歌がまとま
った事を感じて、私はやっぱり歌う事が楽しいと思いました。
　私は今年も聖歌隊の一員です。今年のクリスマスさん
美礼はいも、みんなの心と歌声をひとつにして、神様に届
くように歌いたいです。

女子短期大学 子ども学科２年
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　ちっぽけな私
では抱えられない
ほどの深い喜び
の意味を持つ日、
それが今の私に
とってのクリスマ
スです。
　今まで、私にと
ってクリスマスは、みんなが幸せそうな日という
漠然とした喜びをもつ日でした。なぜみんなが
お祝いするのか、どういう意味を持つのか、とい
うことは教会に通いながらも表面的にしか捉え
ておらず、ましてや自分に結びつけて考えてい
ませんでした。あまりクリスマスを自分の内で考
えることをしてこなかった私でしたが、高校生の
頃に絶対的な神様という存在と出会いなおし
てから、私のクリスマスに対する思いが変化し、
今があるのだと思います。
　私たちは命を得たその瞬間から死へと向か
っています。誰ひとりこの世の死から逃れること
はできません。その意味で命の誕生は同時に、
死へとつながっているのだと思います。そう考え
たとき、イエス・キリストが人となりこの世に生ま
れた日であるクリスマスは、同時にイエス・キリス
トが十字架刑という死に向かう、初めの一歩だ
ったのではないかと感じました。
　その時から、イエス・キリストの死による救い
で赦され生かされている私にとって、その命の
誕生が示すものは他人事ではなくなりました。
その、死、ということに大きな意味をもったイエ
ス・キリストの生涯の始まりであるクリスマスを、
私はいかに過ごすべきかと、毎年問われている
ように思います。私自身の力によってではなく、
神様によって生かされ、つなぐことのできた私の
19年という短い人生に感謝をもち、19歳の私に
しかできないクリスマスの過ごし方をしたいと思
っています。
　今年のクリスマスの日を、私に与えられている
大切な人たちとともに過ごすこと。そして、どこ
かで自分自身が神様と向き合えるような静かな
時を持つこと。この二つができる、そんな贅沢な
クリスマスにできたら、私は幸せです。

大学 総合文化政策学部2年

荒井 聖名最
高
の
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　私は手にしたとき、
心の底から溢れる喜
びを感じる贈り物が、
好きです。贈り物を渡
すときも、受け取るとき
も、どちらの時であっ
てもこの大きな喜びを
感じる贈り物が、大好
きです。
　クリスチャンホームに生まれ育った私は、幼い頃
から教会に通っています。子供のための礼拝に通
っていた頃は、クリスマスが近づくと降誕劇や、ハン
ドベルの練習をし、クリスマスのお祝いをしていまし
た。イエス様の誕生日であるクリスマスの日にする、
そのようなお祝いも好きでしたが、私は様々な人か
ら贈り物を貰うことのできるクリスマスを毎年心待
ちにしていました。特に、父の知人である外国人の
クリスチャンのおばあさんから届く可愛いラッピング
に包まれた贈り物と、英語で書かれたカードを心待
ちにしていました。このように幼い頃の私はクリスマ
スについて十分な理解ができずに様々な人から物
を貰うことに心を奪われ、クリスマスを迎えていたよ
うに思います。
　そんな私はやがて成長し、全てのことを完璧に
こなそうとして苦しんだ時期がありました。完全で
あろうとして努力をするけれども、ある所で自分が
持つ弱さや限界を突きつけられ、どうしようもなくな
ることが度々ありました。そんな時、教会やクリスチ
ャンの友達との交わりの中で、人間である私がどれ
だけ行動をしても、欠けのない完全な人になること
は不可能なことであると気付かされる時が与えら
れました。そして、完全になることができない、弱さ
を持つ人間だからこそ、私には必要なものがありま
した。それが、神様です。
　神様は不完全な私であっても愛し続け、不完
全であるからこそ、いつも共にいてくださるイエス
様をクリスマスの日にこの世界に贈ってください
ました。これはどんな贈り物にも勝る、最高の贈り
物であると私は思っています。今年のクリスマス
もこの贈り物を受け取り、去年よりも一歩、神様に
あって成長した心で迎えることができればと思い
ます。

　学生時代の恩師荒井献先生・英子先生とご一緒
させていただいたこの旅では、ノイエンデッテルスアウ
でのイブ礼拝、先生のかつての留学先エルランゲン
を訪ねたこと等、私にとって生涯忘れられないものと
なった。
　あれから6年。今年もまたクリスマスがやってくる。主
イエスが2000年前のベツレヘムに「強さ」の象徴を一
つも持たないで誕生したこと、そして常に「弱く」「小さ
く」された者と共にあったその地上での生涯。あのとき
ドイツでご一緒させていただいた荒井英子先生はい
ま天国にいらっしゃる。彼女の、「弱く」「小さく」された
人々への温かい「共苦」のまなざしを思い出す。かつ
て英子先生が私の聖書に記してくださった言葉に励
まされながら、私も「弱さを絆に」人生をふみしめていき
たい。

ごらん　空のからす　野のあざみ
蒔きもせず　紡ぎもせずに　やすらかに生きる

こんな小さな命にさえ・・・・

かったときに、判断に迷った時に、いつでも行く末
を占いました。その時に使う道具です。どうしたら
よいのか分からない。でもこれがある。そう言える
道具です。それを捧げた。もうこれに従わなくても
生きていける。そういうお方に出会った。これから
はこのお方に従っていけば良い。だからもうこれ
は必要ない。このお方にゆだねて生きていこう。キ
リストに出会うとはそういう出来事です。これがク
リスマスの出来事です。
　博士たちは「別の道を通って自分たちの国へ
帰」（マタイ2:12）ります。神なしで生きていた場所
に帰るのです。でも帰り方が違います。「別の道を
通って」帰るのです。この世の力ではなく、神の力
を見ながら帰るのです。私は思うのですが、占星
術の学者たちは「世にあって星のように輝」（フィ
リピ2：15）いていたと思います。神を信じない別の
学者を導く星になって、もと来た場所へと帰って
行ったのだと思います。私たちも、新しい輝きを持
つ人間として、星になって、新しい星を作る地の
塩、世の光として新しく歩みだしたいと思います。


